


























































































































































































































































惟的な運用としての光の領域における関係にあてはまるのはヘン・カイ・パンタ CJ.) ma( 
（一者と） 冗ん四a(万物） であるのに生の暗い土台での経験はヘン・カイ・バン






























































されなければならない。 (53. 1. 10) 
